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変化の時代を乗り越える - 経営者の感情マネジメント 
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人材不足、少子高齢化、物価高、そして AI の急速な進化。経営を取り巻く環境は大きく変化し、

経営者は日々、売上や資金繰り、人材採用、社員育成など、さまざまな課題への判断を求められて

います。先の見通しが立ちにくい中で、決断を重ねること自体が負担になっています。 

そんな中、私は最近、経営者こそ「感情労働者」ではないかと感じています。感情労働とは、仕

事上求められる役割に合わせて、自分の感情や表情、態度を調整することです。接客業や医療、介

護、福祉などで語られますが、経営者にも当てはまります。 

経営者は、不安や怒り、迷いを抱えていても、それをそのまま表に出すわけにはいきません。経

営状況が厳しいときでも社員の前では冷静に振る舞い、問題が起きれば状況を整理し、次の一手を

考える必要があります。「経営者としてどうあるべきか」を考えながら、自分の感情を調整してい

るのです。 

しかし、感情を抑え続けると、知らないうちに判断やコミュニケーションに影響します。焦りか

ら結論を急ぐ、不安から社員を必要以上に管理する、苛立ちが言葉や表情に出る。経営者の感情は

本人だけでなく、職場の雰囲気や社員の行動にも影響します。 

そこで、経営者に実践していただきたい「感情のセルフマネジメント」を 3 つご紹介します。 

 

1．感情に気づく時間をつくる 

朝、手帳に「今、何を感じているか」を一言書くだけでも構いません。「不安」「焦り」「怒り」

など、自分の状態を言葉にすることで、感情を客観的に見ることができます。まずは自分の状態

を知ることが第一歩です。 

 

2．感情のまま行動するだけでなく、時間を置いて判断する機会を持つ 

不安や焦りを感じること自体は悪いことではありません。「今、自分は焦っている」と認めるこ

とと、その感情のまま行動することは別です。感情が大きく動いているときには、少し時間を置

いて判断することも大切です。 

 

3．小さな行動に落とし込む 

感情に気づき、受け止めたうえで、「今日、何を一つするか」を考えます。すべてを一度に解決

しようとせず、「社員と話す」「数字を確認する」「専門家に相談する」など、今できる一歩に変

えていきます。 

 

そして、経営者にも安心して本音を話せる相手が必要です。社員には言えないこと、家族には心

配をかけたくないこともあります。信頼できる経営者仲間や専門家、コーチなどに話すことで、考

えが整理され、新たな視点や冷静な判断につながります。 

AI が情報を整理し、経営判断を支援する時代になっても、最後に意思決定し、その責任を担うの

は人です。だからこそ、これからの経営には、財務管理や人材管理と同じように、経営者自身の感

情をマネジメントする力が必要ではないでしょうか。 

変化の激しい時代だからこそ、感情を抑え込む経営から、感情に気づき、上手に扱い、より良い

意思決定につなげる経営へ。私たち経営士も、経営者お一人おひとりに寄り添い、企業の持続的な

成長を支援したいと考えています。 
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